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図 繁殖抑制を行うことで守られるアユの金額の試算．ヒナ 羽 日あたりの捕食量は

を外挿し、アユの比率は胃内容物調査結果を用いた

 
繁殖期初期は、親鳥が多くの大きな卵を産み、巣立たせる雛の個体数も多いことが明らかにな

っている（Tsuboi et al. 2011）。そのため、繁殖期初期にドローンを活用して繁殖抑制を行うこと

は、カワウの繁殖戦略に合致しており、水産被害の軽減もより一層期待できる。カワウの産卵に

合わせ、タイミングよく対策を行うには、コロニーでのモニタリングが必要不可欠である。1 週

間に 1 度のペースで営巣状況、産卵状況をモニターすることが、繁殖抑制作業の費用対効果を最

大にする秘訣である。 
ドローンを使ったドライアイス投入は、全ての巣で行えるわけではない。タイミングが合わず

にヒナがふ化してしまうこともあり得る。そもそも、枝が邪魔して、ドライアイスを投入するこ

とが不可能な巣もある。そのため、実証試験を行ったコロニーでは、6 月初旬に、巣立つ前のヒ

ナを対象に、散弾銃による捕獲を行っている。かく乱を最小限にするため、1～2 回の作業にとど

め、1 回の作業時間も早朝の 2 時間程度である。今後、このコロニーでは、繁殖抑制と散弾銃に

よる捕獲で、個体数や営巣数の減少がみられるかどうか、対策およびモニタリングを継続的に行

っていく予定である。 

成果の公表

フジテレビ プライムニュース（ドライアイス投入 年 月 日）

坪井潤一 ’ ドローンでカワウ対策．日本鳥学会 年度大会 自由集会「カワウを通じ

て野生生物と人との共存を考える（その ）－ カワウ被害防除の新技術 －」

甲府 山梨クエスト（“空飛ぶ漁師”カワウから魚を守れ！， 年 月 日）

坪井潤一（中央水産研究所）、山本麻希（長岡技術科学大学）、三栖誠司（全国内水面漁業協

同組合連合会）

）調査研究成果

（ ）赤外線およびノーマルカメラ搭載ドローンを用いたねぐら・コ

ロニーにおけるカワウの個体数計測手法の確立

要旨

様々な条件で赤外線カメラを用いたカワウのねぐら・コロニーの撮影を行った結果、

市販されている赤外線カメラ搭載のドローンでは、鳥の種まで判別することが困難であ

ることが明らかになった。そのため、個体数カウントに適した場所としては、サギ類な

どと混生していない、カワウのみが生息するねぐら・コロニーであると結論づけられた。

赤外線撮影については、汎用機である を用い、アプリケー

ションとして か を使用した場合、撮影モードはホットメタル、

または ホットスポットが適していた。ホットスポットモードで、機体とコロニーの樹

木にとまるカワウまでの距離が 程度であれば、赤外線カメラを用いた個体数カウン

トが可能であった。

や のノーマルカメラを用いて、カワウのねぐら・

コロニーのカウントを行う場合、照度が より高い時間帯、つまり日の入りにで

きるだけ近い時間を狙って撮影を行うことが望ましいことが明らかとなった。照度が

の時間帯は、その日の天候に大きく左右されるものの、日の入り後 ～ 分程

度に相当し、調査は比較的早い時間帯に限られる。そのため、 未満の照度にな

った後に、ねぐら・コロニーに入ってくるカワウが多数みられた場合、個体数カウント

が過小評価になる可能性が示唆された。

はじめに

近年、無人航空機（以下、ドローン）の著しい技術発展に伴い、安価で小型の汎用機体

が登場した。ドローンを用いた個体数計測がガン・カモ類、ツルで行われた前例がある（ド

ローンを活用したガン・カモ類調査ガイドライン 、バードリサーチ ） 。ドロー

ンを用いた個体数計測はカワウにおいても適用できる可能性があり、手法が確立すること

で、目視が困難な位置にあるねぐら・コロニーの調査が可能になる、調査時間の短縮や調

査の効率化等の効果が期待できる。

そこで本事業は、ドローンを用いて、カワウのねぐら・コロニーにおける個体数計測手

法を確立することを目的とした。

撮影に使用した機体

本事業では、汎用機として広く普及している 社のドローンを用いることとした（表

）。また、本研究において確立する手法は、夜間でのドローン撮影を想定しているため、
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ノーマルカメラ搭載ドローンの他に、暗所でも撮影が可能な 赤外線カメラを搭載したドロ

ーンを用いた 。撮影には、専用アプリケーションである 、 、 、

のいずれかを用いた。

表 本事業において使用したドローンとアプリケーション

調査場所

新潟県十日町市小根岸（ 度 度、図１）と群馬県みどり市高津戸ダム

度、 度、図２ にあるカワウのコロニーで研究を行った。なお、小根岸コロニーはカ

ワウのほか、アオサギ、ダイサギ、コサギ、ゴイサギなどのサギ類と混群を作っているコ

ロニーであり、高津戸ダムはカワウのみのコロニーである。コロニーの立地については、

小根岸コロニーは、比較的平坦な河畔林に作られたコロニーであり（図１）、高津戸ダムは、

ダム湖の側面の急傾斜の森林に作られた立体的なコロニーである（図２）。

発売年
重量(g)
対角寸法(mm)
飛行時間(分）
カメラ カラー 赤外線 カラー/赤外線

使用アプリケーション
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図１ 新潟県十日町市小根岸の繁殖コロニー
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図 群馬県みどり市高津戸ダムの繁殖コロニー

ノーマルカメラを用いた撮影

調査は、 年 月 日、 日に新潟県十日町市小根岸コロニー（図１）で実施した。

日の入り時刻直前から、 のカラーカメラを用い、高度 か

ら カメラの角度を真下に固定し、コロニーを撮影 し た。カメラの 設定（光を取り

込む設定）を最大とした。デジタル照度計（型番 社）を

用い、 分毎に照度 を記録した。小根岸の天気は、 月 日は晴天、 日は曇り
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調査は、 年 月 日、 日に新潟県十日町市小根岸コロニー（図１）で実施した。

日の入り時刻直前から、 のカラーカメラを用い、高度 か

ら カメラの角度を真下に固定し、コロニーを撮影 し た。カメラの 設定（光を取り

込む設定）を最大とした。デジタル照度計（型番 社）を

用い、 分毎に照度 を記録した。小根岸の天気は、 月 日は晴天、 日は曇り

時々雨だった。 日と 日の各時間帯における照度を表２に示す。また、 月 日の撮

影は、 には標準装備されている夜間の離着陸の補助に用いられる底部補助ライト

を用いてノーマルライトで撮影が可能かについての検証を行った。

表２ 調査地の調査日ごとの時刻とその時点の照度（ ）

また、底部補助ライトを用いて の場所で高さを変えて下部ライトの照度を計測した

結果を表３に示した。

表３ 高さを変えて下部ライトの下で計測した照度

高さ 照度

～

日時 時刻 照度 備考

月 日

月 日

月 日

月 日 日の入り

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日 日の入り後 分

月 日

月 日

月 日

月 日 日の入り

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日 日の入り後 分
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